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人

口

男 23,774名

女 21,929名

計 45,703名

世帯数 29,288世帯
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蒲田本町２－１－１

℡（５７１３)２００１

今現在はコロナ禍、こんな中でもイベントや防災訓練

等の活動をしている町会がありました。近隣の中学生ボ

ランティアの力を借りての開催。会場内の各コーナーに

はボランティアのみで、楽しそうに活動しているところ

もありました。中には父親や兄弟が活動しているので一

緒に、というボランティアも。

そう言えば昔は…昔話はよくないのですが…ご近所の

役員をしているおばさんに「ちょっと手伝って」と言わ

れて、いつの間にか町会のお手伝いをさせられていたと

いう人、少なくなかったのでは。しかし、今の世の中そ

んなに甘くない、キッパリお断りされてしまいます。

そこで、中高生のボランティア活動の力をお借りして

みてはいかがでしょうか。今は中学生・高校生のボラン

ティア活動は進学に役立つこともあります。

イベントに参加している中学生ボランティアの皆さん

に聞いてみました。

大田区には、小学生対象のリーダーを育てる講習会が

あります。来年度に於ける小学生対象蒲田地域リーダー

講習会の企画は、「青少年対策蒲田東地区委員会」の担

当と聞きました。年末にはたくさんのリーダーが誕生し

ます。この講習会のお手伝いに中高生もボランティアと

して参加します。これらのリーダーを目指している若い

力を町会に呼び込んでみてはいかがでしょうか。そして

未来につなげて頂ければ、きっと町会にも新しい繋がり

ができるのではないかと思います。

若い世代を育てることは、私たちの地域を守ることで

もあると考えます。

地域情報紙編集委員 小倉 孝子

１

【若い世代の核家族と呼ばれている家庭】

何かあったときに誰にも助けてもらえず、助けてもら

う方法がわからない。

【高齢者家族】

家族の一人でも要介護者がいた場合、老々介護状態に。

【高齢者の一人住まい】

病気怪我をしても誰にも気が付いてもらえない。孤独

死。

【ひとり親家庭】

父親或いは母親一人での子育て。

【ヤングケアラー】

家族の中に要介護者がおり、未成年者が面倒を見る状

態に。

と、まだまだいろいろな家庭があることでしょう。こ

んな時手を貸してくれるのは、同じ地域に住んでいるお

隣さん、ご近所さんなのではないでしょうか。そしてお

隣さん、ご近所さんだけでは解決できないときには、町

会の役員さんとなります。しかし、最近よく耳にするの

が、町会役員の引き受け手がいない、役員の高齢化、こ

れらは町会存続の危機ということになりかねない。これ

は大変です。頼みの綱の町会の存続危機とは。さて、ど

うしたらいいでしょう。

蒲一自治会の元気まつり

での蒲中ボランティア

蒲三町会のスタンドパイプ

操法訓練に参加する子ども

いったい何に取り残されないために？と思われるかも

知れませんが、今現在の私たちの周りで起きていること

を考えてみましょう。

Ｑ１「今回のような活動を、またしてみたいですか？」

Ａ１「楽しかった！のでやりたいです。」

Ｑ２「自分の町会でみんなが参加できる企画

を考えてみたいですか？」

Ａ２「1人で考えるのは難しいけれど、

一緒に考えてみたいです。」



蒲
田
は
変
わ
る
？

蒲
田
東
口
町
会

上
澤

功
夫

最
近
、
蒲
田
東
口
駅
前
を
歩
い
て

い
る
と
工
事
現
場
を
良
く
見
か
け
ま

す
。東

口
周
辺
だ
け
で
も
東
口
地
下
駐

輪
場
建
設
に
関
係
す
る
駅
前
広
場
の

改
修
工
事
・
旧
三
和
銀
行
跡
地
の
工

事
、
そ
し
て
三
菱
銀
行
前
の
１
０
階

建
て
店
舗
・
事
務
所
ビ
ル
新
築
工
事

な
ど
３
箇
所
で
工
事
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
新
空
港
線
の

工
事
が
計
画
さ
れ
て
い
て
多
摩
川
線

矢
口
渡
駅
か
ら
東
急
蒲
田
駅
を
経
由

し
て
京
急
蒲
田
駅
ま
で
地
下
で
通
る

計
画
の
様
で
す
。

全
て
の
工
事
が
完
了
し
た
暁
に
は

東
口
駅
前
の
景
観
も
良
く
な
り
、
更

に
生
活
も
便
利
に
な
り
ま
す
が
、
蒲

田
の
街
本
来
の
下
町
の
良
さ
も
残
っ

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

大
田
区
は
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
更
に

文
化
的
な
要
素
も
加
わ
り
緑
化
が
進

ん
で
、
私
達
の
子
供
そ
し
て
孫
が
蒲

田
で
育
っ
て
蒲
田
で
生
活
を
継
続
す

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
街
に
な
る
事
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

『
蒲
田
は
変
わ
る
？
』
い
や
『
蒲

田
は
変
わ
っ
て
欲
し
い
』
と
思
っ
て

い
ま
す
。

級
友
と
の
再
会

東
蒲
田
一
丁
目
自
治
会

服
部

香
奈
恵

先
日
、
約
三
年
ぶ
り
に
中
学
一
年

の
と
き
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
食
事
会

を
し
ま
し
た
。

蒲
田
で
中
学
時
代
を
過
ご
し
た
私

た
ち
は
、
「
京
浜
蒲
田
駅
の
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
前
」
で
集
合
し
、
「
パ
リ
オ
」

と
「
サ
ン
カ
マ
タ
」
で
お
揃
い
の
洋

服
を
買
い
、
「
ベ
ニ
ー
ボ
ー
ル
」
で

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

出
会
っ
て
三
十
年
以
上
の
月
日
が

流
れ
、
仕
事
や
家
庭
を
持
ち
、
い
ろ

ん
な
境
遇
で
お
互
い
共
有
で
き
な
い

ほ
ど
の
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
け
れ

ど
、
顔
を
合
わ
せ
る
と
瞬
時
に
ブ
ラ

ン
ク
が
埋
ま
る
、
不
思
議
で
貴
重
で

愉
快
な
仲
間
た
ち
で
す
。

今
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
り
、
連
絡
を
取

る
こ
と
も
容
易
く
な
り
、
ち
ょ
っ
と

し
た
会
話
も
気
軽
に
で
き
ま
す
。
本

当
に
便
利
で
す
。
で
も
、
や
は
り
会
っ

て
同
じ
時
間
を
過
ご
す
の
は
大
事
だ

と
、
改
め
て
実
感
し
た
日
に
な
り
ま

し
た
。

暑
い
ぜ
遍
路
！

蒲
田
三
丁
目
町
会

髙
橋

康
之

そ
れ
は
雷
鳴
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ

こ
は
四
国
徳
島
「
発
心
の
道
場
」
四

番
札
所
大
日
寺
に
向
か
う
遍
路
道
。

土
砂
降
り
を
避
け
小
さ
な
祠
で
雨
宿

り
。
猛
暑
前
に
と
思
い
立
っ
た
一
国

打
ち
（
一
県
だ
け
を
参
る
）
だ
が
、

初
日
に
梅
雨
が
明
け
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
時
期
歩
き
遍
路
は
少
な
い
。
容

赦
な
く
照
り
つ
け
る
日
差
の
中
ひ
た

す
ら
札
所
を
目
指
す
。
滴
る
汗
で
霞

む
般
若
心
経
を
読
経
し
納
経
帳
に
ご

朱
印
を
頂
く
。
そ
し
て
次
の
札
所
へ

を
繰
り
返
す
。
炎
天
下
の
畑
道
、
思

い
の
外
キ
ツ
い
遍
路
こ
ろ
が
し
、
畦

道
の
よ
う
な
道
、
歩
道
の
無
い
道
等
々

歩
き
遍
路
の
道
程
は
過
酷
で
あ
る
。

し
か
し
、
山
頂
霊
場
か
ら
の
眺
め
、

山
道
か
ら
紺
碧
の
海
に
飛
び
出
し
た

時
の
感
動
、
地
元
の
方
か
ら
の
労
い

の
挨
拶
や
接
待
、
一
日
を
歩
き
終
え

た
達
成
感
。
こ
れ
が
多
く
の
人
を
引

き
つ
け
る
四
国
遍
路
な
の
だ
ろ
う
。

豊
か
な
自
然
と
地
元
の
人
々
の
無
欲

の
接
待
に
触
れ
、
人
の
温
か
さ
と
自

分
の
サ
イ
ズ
を
再
認
識
す
る
機
会
を

与
え
て
く
れ
た
。
こ
う
し
て
６
日
間

１
２
０
㎞
の
旅
は
終
わ
っ
た
。
次
は

高
知
「
修
行
の
道
場
」
？

大
型
化
す
る
災
害
に

蒲
田
五
丁
目
南
町
会小

林

弘
子

年
毎
に
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な

い
雨
風
へ
の
注
意
喚
起
が
ニ
ュ
ー
ス

で
促
さ
れ
る
こ
の
頃
で
す
。

こ
の
大
型
化
し
て
行
く
災
害
に
当

面
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
分
ら
な
い

の
が
実
情
で
す
が
、
そ
れ
で
も
何
か

出
来
る
事
は
無
い
も
の
か
と
テ
レ
ビ

や
新
聞
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
し
た
。

専
門
家
は
「
避
難
を
ス
ム
ー
ズ
に
」

そ
の
為
に
は
「
避
難
袋
は
玄
関
に
」
。

早
速
玄
関
先
の
ロ
ッ
カ
ー
に
収
納

し
て
い
た
踵
の
高
い
靴
の
保
管
場
所

を
「
え
い
っ
！
」
と
思
い
切
っ
て
処

分
。
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
非
常
持
ち
出

し
用
品
の
保
管
場
所
と
し
、
こ
れ
で

少
し
避
難
時
の
流
れ
が
見
え
て
来
ま

し
た
。

普
段
忘
れ
が
ち
な
携
帯
電
話
を
常

時
持
ち
歩
き
家
族
と
の
連
絡
を
絶
や

さ
ぬ
様
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
色
々
な

情
報
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
「
老
い
」

と
競
争
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
行
こ
う

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
内
だ
よ
り

東
蒲
田
二
丁
目
南
町
会

塩
野

賢
一

東
蒲
田
二
丁
目
南
町
会
は
昭
和
二

十
七
年
の
暮
れ
に
発
足
し
、
咋
年
十

二
月
に
創
立
満
７
０
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に

わ
が
町
会
で
は
、
記
念
事
業
と
し
て

７
０
周
年
記
念
冊
子
を
発
行
す
る
に

い
た
り
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
に
は
、

発
足
以
来
の
年
表
が
構
成
さ
れ
て
お

り
、
社
会
の
主
な
出
来
事
と
町
会
で

の
行
事
が
編
纂
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

過
去
の
町
会
行
事
を
振
り
返
る
上
で

活
用
さ
れ
た
の
が
会
報
誌
『
町
会
だ

よ
り
』
で
す
。
こ
の
『
町
会
だ
よ
り
』

は
、
な
ん
と
昭
和
三
十
八
年
よ
り
今

日
ま
で
定
期
的
に
発
行
さ
れ
そ
の
数

７
０
０
回
を
超
え
て
お
り
、
も
は
や

わ
が
町
の
文
化
的
遺
産
で
あ
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ら

た
め
て
連
綿
と
つ
づ
く
活
動
を
支
え

て
き
た
町
内
会
の
歴
代
町
会
長
と
町

会
役
員
の
皆
様
の
お
陰
で
あ
る
と
、

し
み
じ
み
と
感
謝
が
こ
み
上
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
報
恩
感

謝
を
胸
に
、
未
来
に
向
け
て
の
町
会

史
を
綴
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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町
会
・
宮
倉
庫
の
片
づ
け

蒲
田
二
丁
目
自
治
会菊

地

規
起

集
合
時
刻
に
間
に
合
う
様
に
、
薭

田
神
社
・
宮
倉
庫
に
向
か
う
。
今
回

は
、
ど
う
か
な
？
案
の
定
、
思
っ
た

通
り
、
作
業
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い

た
。婦

人
部
・
町
会
・
祭
礼
委
員
１
８

名
参
加
。
予
定
の
一
日
作
業
を
、
午

前
中
で
終
わ
ら
せ
る
事
に
な
る
。

祭
礼
用
品
は
、
宮
倉
庫
１
４
品
目
、

第
一
・
二
倉
庫
に
１
４
品
目
、
数
量

は
３
０
０
個
を
超
え
る
。
限
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
で
納
め
る
事
は
、
ま
さ
し

く
「
神
技
」
で
あ
る
。

祭
礼
に
か
か
る
、
お
み
こ
し
等
の

備
品
類
に
は
、
保
険
を
掛
け
て
お
り
、

値
上
が
り
ぎ
み
、
キ
ビ
シ
イ
…
…
。

祭
り
に
参
加
す
る
た
び
に
町
会
の

人
々
の
絆
が
深
ま
り
、
孫
た
ち
も
は

し
ゃ
ぎ
ま
わ
り
、
み
ん
な
の
笑
顔
が

ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
い
。
そ
し
て
自

分
の
出
来
る
事
を
生
か
し
た
い
。

令
和
五
年
は
、
マ
ス
ク
を
外
し
、

大
き
な
声
で
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
ワ
ッ

シ
ョ
イ
」
と
言
え
た
ら
。

奉
仕
の
心
で

東
蒲
田
一
丁
目
町
会

嶋
田

美
弥
子

一
丁
目
一
番
地
に
あ
っ
た
商
店
に

嫁
い
で
五
十
年
。
亡
き
義
父
は
当
町

会
の
第
六
代
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
国
道
沿
い
に

は
花
屋
、
酒
屋
、
お
食
事
処
等
が
あ

り
ま
し
た
が
道
路
拡
張
の
た
め
立
ち

退
き
、
我
が
家
か
ら
は
京
急
梅
屋
敷

駅
ホ
ー
ム
、
商
業
ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ

ン
し
か
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
会
計
部
長
と
な
っ
て
必
要

に
迫
ら
れ
苦
手
な
パ
ソ
コ
ン
も
ど
う

に
か
使
え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
出
来
る
事

を
続
け
よ
う
と
、
毎
月
第
三
日
曜
日

リ
サ
イ
ク
ル
の
日
は
東
蒲
梅
長
寿
会

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
道
路
清
掃
、
子

供
達
中
心
の
打
ち
水
会
、
防
犯
防
火

の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
、
敬
老
の
赤
飯

配
布
、
又
、
町
会
員
炊
き
出
し
訓
練

と
親
睦
の
芋
煮
と
餅
つ
き
会
は
十
二

回
目
と
な
り
ま
し
た
。
本
来
な
ら
賑

や
か
に
楽
し
く
交
流
を
深
め
る
た
め

の
芋
煮
会
も
こ
の
数
年
は
そ
れ
ぞ
れ

が
お
持
ち
帰
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
社
会
を
迎
え
町
会
員
同
士
の

心
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
お
役
に
立
て

る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
と
東
京
大
空
襲

東
蒲
田
二
丁
目
町
会

阿
相

美
江
子

国
民
学
校
（
小
学
校
）
二
年
生
の

七
十
七
年
前
、
三
月
十
日
夜
空
襲
警

報
の
サ
イ
レ
ン
で
両
親
兄
弟
と
錦
糸

公
園
に
進
み
、
防
空
壕
は
何
処
も
満

員
で
焼
け
後
の
実
家
（
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

の
近
く
）
に
戻
り
ま
し
た
。
煙
と
火

の
粉
を
か
ぶ
り
目
が
開
か
ず
体
に
水

を
か
け
必
死
で
母
の
手
に
し
が
み
つ

い
て
い
ま
し
た
。
家
は
焼
失
し
異
臭

の
中
疲
れ
果
て
道
端
で
寝
込
み
朝
方

親
戚
の
伯
父
が
父
の
名
を
呼
び
な
が

ら
探
し
に
来
て
く
れ
火
傷
も
な
く
安

心
し
ま
し
た
。
話
で
は
防
空
壕
の
人

達
は
全
滅
、
川
面
は
死
体
で
埋
ま
り

公
園
内
は
死
体
が
山
と
な
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
木
更
津
の
親
戚
を
頼
り

疎
開
し
広
島
長
崎
の
原
爆
投
下
が
あ

り
悲
惨
と
苦
悩
を
抱
え
終
戦
を
迎
え

ま
し
た
。
自
由
で
平
和
な
日
本
を
夢

見
て
中
学
二
年
生
の
時
帰
京
し
戦
争

の
話
は
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
ロ
シ

ア
の
侵
攻
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

を
は
じ
め
世
界
中
の
内
戦
等
を
見
聞

き
す
る
た
び
あ
の
空
襲
と
重
な
り
心

が
痛
み
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
防
災
訓
練

南
蒲
田
一
丁
目
自
治
会

大
脇

多
恵

ち
ょ
っ
と
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

南
蒲
田
一
丁
目
自
治
会
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
な
か
な
か
出
来
な
か
っ
た
防

災
訓
練
が
、
昨
年
六
月
五
日
、
行
わ

れ
ま
し
た
。

綿
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
計
画
さ

れ
、
役
割
分
担
も
明
確
に
。
当
日
は

見
事
に
晴
れ
。
朝
八
時
に
は
広
報
車

に
よ
る
町
内
巡
回
で
参
加
を
呼
び
か

け
、
八
時
半
に
は
受
付
開
始
、
九
時

に
は
ス
タ
ー
ト
。

班
ご
と
に
、
煙
体
験
、
消
火
器
訓

練
の
コ
ー
ナ
ー
、
自
治
会
所
有
の
防

災
資
機
材
の
説
明
に
分
か
れ
、
体
験

し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
ち
び
っ
子

達
の
防
災
服
を
着
て
の
赤
バ
イ
の
乗

車
体
験
は
大
人
気
。
敬
礼
を
し
て
ゴ

キ
ゲ
ン
！
参
加
者
は
１
４
７
名
で
し

た
。

老
い
る
前
に
す
る
こ
と

蒲
田
本
町
二
丁
目
町
会

渡
部

と
し
ゑ

も
う
す
ぐ
八
十
歳
の
大
台
に
乗
り

ま
す
。
そ
の
前
に
人
生
幸
せ
な
日
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
、
準
備
を
進
め
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
体
調
は

数
年
前
に
肺
癌
と
乳
癌
の
手
術
を
し
、

今
は
安
定
し
て
い
ま
す
が
肺
癌
の
投

薬
と
検
査
で
通
院
し
て
い
ま
す
。
家

族
は
息
子
夫
婦
と
孫
四
人
、
弟
の
八

人
と
老
猫
と
の
生
活
、
週
四
日
は
家

族
全
員
の
夕
食
づ
く
り
。
ま
た
町
会

の
仕
事
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事

等
が
中
止
、
通
常
の
掃
除
と
区
報
及

び
チ
ラ
シ
等
回
覧
の
配
布
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
毎
日
忙
し
く
、
元
気
に

暮
ら
し
て
い
る
中
に
、
老
化
現
象
の

ボ
ケ
か
な
？
人
の
名
前
が
出
て
こ
な

い
。
重
要
な
書
類
を
探
す
と
部
屋
中

散
ら
か
し
、
い
ま
こ
こ
に
置
い
た
物

が
な
い
等
、
二
階
に
は
何
回
も
階
段

の
昇
り
降
り
と
足
腰
の
運
動
に
は
良

い
が
、
一
歩
足
を
踏
み
外
す
と
大
怪

我
に
な
り
ま
す
。
押
し
入
れ
や
タ
ン

ス
の
中
に
あ
る
昔
か
ら
の
洋
服
等
を

断
捨
離
し
て
、
家
の
中
を
整
理
整
頓

を
実
行
す
る
こ
と
。
足
腰
が
丈
夫
で

元
気
な
時
に
頑
張
ろ
う
。
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ご
挨
拶

新
し
き
年
。
令
和
五
年
を

迎
え
ま
し
た
。
皆
々
様
に
は

御
健
勝
の
御
事
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
「
か
ま
た
東
」

今
年
度
も
御
愛
読
預
け
ま
す

様
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。
本
年
度
も
よ
い
年
で
あ

り
ま
す
様
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

地
域
情
報
紙
編
集
委
員
長

山
崎

礼
子

編
集
委
員
一
同

カッコイイでしょ！

芋煮・餅つき会の様子
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井
戸
端
会
議
の
す
す
め

蒲
田
五
丁
目
南
町
会
々
長

鈴
木

小
弥
太

あ
る
精
神
科
医
師
の
話
に
よ
る
と

脳
の
老
化
現
象
を
遅
ら
せ
る
の
に
必

要
な
要
素
と
し
て
「
喋
る
」
「
聞
く
」

「
笑
う
」
こ
と
が
大
切
だ
と
言
っ
て

い
ま
す
。

私
共
の
町
内
で
も
一
人
住
ま
い
の

高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
来
た
様
に
思

い
ま
す
。
昔
の
様
に
「
向
こ
う
三
軒

両
隣
は
家
族
も
同
然
」
と
は
い
き
ま

せ
ん
。
互
い
に
個
々
を
尊
重
す
る
あ

ま
り
孤
独
に
な
り
が
ち
に
な
り
「
隣

は
何
を
す
る
人
ぞ
」
と
言
う
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

昔
か
ら
「
沈
黙
は
金
な
り
」
「
口

は
禍
の
元
」
と
も
言
い
ま
す
が
、
歳

を
取
っ
た
ら
大
い
に
喋
っ
て
自
己
表

現
を
し
、
議
論
を
交
わ
し
、
反
対
意

見
に
も
耳
を
貸
す
余
裕
を
持
つ
事
も

大
切
で
す
。
喋
り
過
ぎ
に
は
少
し
だ

け
注
意
し
て
、
敬
老
会
や
趣
味
の
集

ま
り
で
は
大
い
に
喋
っ
て
、
笑
っ
て
、

歌
っ
て
脳
に
刺
激
を
与
え
る
活
発
な

「
井
戸
端
会
議
」
を
楽
し
ん
で
戴
き

た
い
も
の
で
す
。

蒲
田
五
丁
目
南
町
会
自
慢
の
祭
袢

纏
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
全
体
は

綿
紬
を
紺
で
染
め
抜
き
、
背
中
の
大

紋
だ
け
を
墨
色
の
白
抜
き
枠
で
浮
き

立
た
せ
て
あ
り
ま
す
。

襟
柄
は
五
丁
目
の
〝
五
〟
を
角
字

で
ジ
グ
ザ
グ
に
配
し
、
両
胸
の
控
え

紋
に
、
南
町
会
の
〝
南
〟
を
入
れ
て

あ
り
ま
す
。

背
中
の
大
紋
〝
五
〟
は
角
字
の
鼓

文
字
で
火
消
し
の
纏
頭
風
に
少
し
傾

け
た
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
あ
り
ま
す
。

協力(敬称略)：蒲田中学校のボランティア、大田区建設工事課 工事担当 川那子(カワナゴ)・神足(コウタリ)

一面の写真提供：蒲田一丁目自治会、蒲田三丁目町会

東
口
の
未
来
は
？

山
崎

礼
子

現
在
の
蒲
田
駅
東
口
周
辺
で
は
、

暫
定
自
転
車
駐
車
場
が
点
在
し
、
路

上
の
一
部
に
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て

い
る
状
況
で
す
。
こ
れ
を
改
善
す
る

た
め
大
田
区
役
所
で
は
、
蒲
田
駅
東

口
駅
前
広
場
の
地
下
空
間
に
自
転
車

駐
車
場
（
自
転
車
の
駐
輪
施
設
の
こ

と
は
、
一
般
的
に
「
駐
輪
場
」
と
呼

び
ま
す
が
、
法
律
上
は
「
自
転
車
駐

車
場
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）
を
新

し
く
整
備
す
る
予
定
で
す
。

そ
こ
で
、
地
下
自
転
車
駐
車
場
の

整
備
を
担
当
す
る
大
田
区
都
市
基
盤

整
備
部
建
設
工
事
課
の
職
員
に
施
設

の
概
要
や
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
取

材
し
ま
し
た
。

【
現
在
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
】

現
在
は
、
道
路
に
埋
設
さ
れ
た
電

気
・
ガ
ス
・
通
信
・
上
下
水
道
等
の

移
設
工
事
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
類
の
撤

去
や
移
設
等
、
地
下
自
転
車
駐
車
場

の
工
事
に
向
け
た
準
備
工
事
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
ど
の
よ
う
な
施
設
と
な
る
予
定
で
す
か
】

現
在
の
蒲
田
駅
東
口
駅
前
広
場
を

南
側
に
拡
張
し
、
地
下
に
自
転
車
駐

車
場
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。
自
転

車
の
収
容
台
数
は
約2

,8
0
0

台

（
地
下
１
階
平
置
き
約1

,
1
0
0

台
、

地
下
２
階
自
動
収
納
約1

,
7
0
0

台
）

と
な
る
予
定
で
す
。

【
日
中
、
現
地
で
は
道
路
工
事
を

し
て
い
る
様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
が
】

蒲
田
駅
前
の
交
通
や
歩
行
者
の
方

に
極
力
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
原
則

と
し
て
夜
間
時
間
帯
に
作
業
を
し
て

い
ま
す
。

【
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
】

駅
前
に
あ
っ
た
「
上
昇
気
流
」
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
撤
去
し
た
空
間
を

活
用
し
て
、
令
和
五
年
四
月
以
降
、

地
下
工
事
が
本
格
化
す
る
ま
で
暫
定

的
な
広
場
と
し
て
開
放
す
る
予
定
で

す
。未

来
都
市
・
蒲
田
の
誕
生
ま
で
後

一
歩
で
す
ね
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。詳

細
は
大
田
区
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

「
大
田
区
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。

編
集
委
員
紹
介

編
集
委
員
長

蒲
田
三
丁
目
町
会

山
崎
礼
子

副
編
集
委
員
長

蒲
田
一
丁
目
自
治
会

杉
山
敬
次
郎

編
集
委
員

東
蒲
田
一
丁
目
自
治
会

田
村
和
夫

東
蒲
田
二
丁
目
町
会

阿
相
祐
太
郎

南
蒲
田
一
丁
目
自
治
会

大
脇
多
恵

蒲
田
二
丁
目
自
治
会

菊
地
規
起

蒲
田
東
口
町
会

赤
沢
伸
吾

東
蒲
田
一
丁
目
町
会

笠
原
信
子

蒲
田
五
丁
目
南
町
会

佐
藤
愼
一
郎

南
蒲
田
三
丁
目
町
会

岡
本
愛

蒲
田
本
町
一
丁
目
町
会

福
島
麻
美
子

南
蒲
田
二
丁
目
町
内
会

高
田
和
男

蒲
田
四
丁
目
町
会

小
倉
孝
子

蒲
田
二
丁
目
東
町
会

鴨
井
従
雄

蒲
田
公
団
自
治
会

岡
﨑
幸
夫

東
蒲
田
二
丁
目
南
町
会

塩
野
賢
一

蒲
田
本
町
二
丁
目
町
会

遠
藤
末
子

京
浜
蒲
田
町
会

加
藤
郁
夫

本
蒲
田
一
丁
目
町
会

中
台
陽
一
郎

４

１１月２５日の編集会議にて

祭 袢 纏

「前身頃」

大田区

チャンネル

祭 袢 纏

「後身頃」

自動収納機

（一例）


